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・
滋
賀
県
議
会
経
済
振
興 

対
策
特
別
委
員
会 

﹇
視

察

日
﹈ 

　
10
月
31
日
（
火
） 

﹇
視
察
内
容
﹈ 

　「
伝
統
技
術
を
活
か
し
た
地

場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
」 

 

・
宮
城
県
大
和
町
議
会 

﹇
視

察

日
﹈ 

　
11
月
21
日
（
火
） 

﹇
視
察
内
容
﹈ 

　「
新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
」 

　
熊
野
町
に
視
察
研
修
で
来

庁
さ
れ
、
議
会
と
執
行
部
が

対
応
し
、
具
体
的
な
内
容
等

に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
を
受

け
た
。 

（
文
教
委
員
会
視
察
研
修
） 

 

　
11
月
28
・
29
日
、「
小
中
一

貫
教
育
」
に
つ
い
て
、
大
阪

府
堺
市
を
視
察
し
た
。 

　
堺
市
で
は
、「
さ
つ
き
野
小

中
一
貫
キ
ャ
リ
ア
特
区
」
の

認
定
を
受
け
、
隣
接
し
た
小

中
学
校
を
一
貫
校
と
し
て
、

９
ヵ
年
を
見
通
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
を
行
っ
て
お
り
、

児
童
・
生
徒
の
交
流
や
生
徒

指
導
・
教
員
研
修
等
に
関
す

る
情
報
交
換
な
ど
、
様
々
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。 

　
当
町
の
教
育
行
政
の
方
向

性
と
展
開
に
つ
い
て
、
ど
の

程
度
の
効
果
が
あ
る
か
先
進

地
の
取
り
組
み
を
基
に
、
良

く
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

（
産
業
建
設
委
員
会
視
察
研
修
） 

 

　
11
月
９
・
10
日
、
「
PFI
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
神

奈
川
県
を
視
察
し
た
。 

　
神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、

平
成
11
年
よ
り
約
５
つ
の
施

設
に
お
い
て
こ
の
手
法
を
導

入
し
て
お
り
、
単
な
る
外
部

委
託
と
い
う
考
え
で
は
な
く
、

県
民
の
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
、
資
金
面
か
ら
建
設
運

営
ま
で
一
貫
し
て
外
注
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
総
事
業
費
の

削
減
等
と
い
っ
た
面
に
効
果

が
あ
が
っ
て
い
た
。 

　
当
町
に
お
い
て
も
、
規
模

は
違
え
ど
、
行
政
運
営
に
お

け
る
経
済
性
・
効
率
性
・
有

効
性
の
追
求
の
た
め
、
検
討

す
る
必
要
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

   

（
文
教
委
員
会
学
校
訪
問
） 

 

　
11
月
２
日
（
木
）、
２
回
目

の
文
教
委
員
会
を
開
催
し
、

熊
野
第
一
小
学
校
、
熊
野
第

三
小
学
校
、
熊
野
中
学
校
を

訪
問
し
、
視
察
研
修
を
行
っ

た
。 

　
各
学
校
に
お
い
て
、
全
学

年
の
授
業
の
様
子
を
視
察
し
、

元
気
に
発
表
し
た
り
、
熱
心

に
先
生
の
話
を
聞
く
児
童
や

生
徒
の
様
子
が
伺
え
た
。 

　
今
回
の
学
校
訪
問
の
よ
う

な
調
査
・
研
究
を
踏
ま
え
、

こ
れ
か
ら
も
教
育
行
政
全
般

に
わ
た
り
提
言
を
行
っ
て
い

く
。 委

員
会
活
動
報
告 

熊
野
町
を
視
察
訪
問 

  

　
平
成
18
年
10
月
19
日
（
木
）、

東
京
麹
町
会
館
に
お
い
て
、
平

成
18
年
度
都
道
府
県
議
会
議
員

及
び
市
区
町
村
議
会
議
員
総
務

大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
町
議
会
議
員
と
し
て
35
年
以

上
の
功
労
に
対
し
、
総
務
大
臣

か
ら
穏
土
正
儀
議
員
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈 

滋賀県議会が伝統産業について視察 

「小中一貫教育」について堺市を視察 

「ＰＦＩ」とは？ 
　Private Finance Initiative

の略で、行政が公共サービス

の整備から運営・維持管理ま

でを一体的に民間事業者へ委

託する手法のこと。 

　民間活力によるサービスの

質向上が図られ、併せて行政

においても財政支出の平準化

や、大幅な事務負担の軽減が

期待できるものである。 

穏土議員 


